
令和６年度 自己評価結果報告 

 本園における自己評価結果について、下記のとおり公表いたします。この評価結果を踏まえ、今後もより良い教育・保育

が提供できるよう努めてまいります。                  ＜令和７年３月３１日＞ 

                                   幼保連携型認定こども園第１ドリーム保育園 

                                   幼保連携型認定こども園第２ドリーム保育園 

＜評価の方法について＞ 

 A：大変良い  B：良い  C：一部検討が必要  D：改善が必要 

 

１． 教育・保育目標について 

＊自分の思いをことばやしぐさで表現できる力を育む 

＊相手の気持ちに気づき思いやる豊かな心を育てる 

＊一人ひとりを大事にする心を育む 

 

２． 評価の項目と結果について 

項目   

理念・計画等 ① 地域の実態や保護者の意向等を考慮しつつ、教育・保育計画を作成している A 

② 評価・反省の結果を次の計画に反映させている A 

人権 ③ 子どもに人格を無視した言葉や態度がないように十分配慮している B 

行事 ④ 行事のねらいを定め、ねらいが達成できるように実践している A 

⑤ 行事の実施について、保護者の願いや意見を考慮するよう努めている A 

保育内容 ⑥ 子ども一人ひとりの理解を深め、受容しようと努めている A 

⑦ 自然と関わる機会を作り、興味を引き出し、自然の素材を教育・保育に活用している A 

⑧ 身体を使った様々な遊びや表現あそびを工夫している A 

環境 ⑨ 保育室や園庭等の修繕や整理整頓を心掛け、安全に配慮している A 

食育 ⑩ 個人差や発達に応じた食事の介助や食事指導をしている A 

運営 ⑪ 研修や講演には積極的に参加し、個々の資質向上に努めている A 

⑫ 子ども一人ひとりの成長を伝え合い、共有できる職員集団である A 

健康安全 ⑬ 避難訓練・交通安全指導を計画に基づいて適切に実施している A 

⑭ 子どもの健康状態を把握し、体調変化に速やかに気付けるよう配慮している A 

保護者支援 ⑮ 朝夕の送迎時に、子どもの様子を伝え合うように努力している A 

⑯ 保護者との共通理解を得るための機会を設けている A 

小学校との連携 ⑰ 小学校との交流や連携を積極的に進めている B 

 



３． 反省と改善事項について 

評価項目 評価と反省及び改善事項 

（１）法人理念や計画等 教育・保育内容については、概ね良い評価である。本園が目指す教育・保育目標の浸

透と実践を一層進めていきたい。 

（２）教育・保育の充実 より良い教育・保育への意識は確実に向上してきている。園内研修やオンライン研修

を一層進めていきたい。 

（３）子どもの人権尊重 子どもの人権を尊重し、日ごろから“一人ひとりを大事にする”教育・保育を心掛けてい

る。 

（４）健康や安全対策 健康・安全には、特に気を使いながら対策を行っている。ヒヤリハットで個々の職員が

気を配れるよう資料提供を行っていく。 

（５）保護者支援 送迎時の保護者との会話や連絡帳の活用、“きょうのほいく”で一日の生活を写真入りで

伝えている。 

（６）総合的な評価 創意工夫した教育・保育を行っている。今後も“一人ひとりがだいじにされる”教育・保

育を実践を一層進めていきたい。 

 




